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新図書館とサインシステム計画
















ソテ リアデザイナーに， コソビュ ークや帳票はシステムニソジニアに，広報媒体は
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〔〇〕 はじめに
早稲田大学図書館では，大学の百周年記念事業のひとつである新中央図書館建設




















の組み立て ， そ して配管 ・ 配線，さらに天井 ・ 壁などの内装工事••• と続く。建築物
としてほとんど完成に近づく最終段階で，各種の看板や掲示物の頬，すなわちくサ
イソ〉が取り付けられる。これらのくサイソ〉は一体， どのように計画され，設計




















































































































2. 広告 • 印刷物
● PR用印刷物







































































































ざ', すなわちくライプラリ ・ー アイデ‘ノティティ LibrariesIdentity〉は， 理念
的には先に再生された‘‘早稲田らしさ”の一表現でなければならないし，同時に，
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4. 3. C Iコンサルタントとの協力
ここで私たちはもう一歩進まなくてはならない。すなわち，＜アイデソティティ




4. 4. C I開発室の設置























































































図4 デザインシステムの棉造(*中西， 1980P. 6より）
たがってくライプラリー ・アイデンティティ〉は，経営環境を良くするためのコミ
ュニケーション回路をつくりあげるテクノロジーの体系として理解されるべきもの
であり，単なる一過性の計画としてではなく ，＜ライプラリー ・アイデンティティ ・.... 
ン｀ステム LibrariesIdentity System〉と して，その組倣が存続する限り維持され......... 
るシステムではなくてはならないことになる。
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調介研究 デザイ ンコンセプ トの設定
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られる。前者は，研究 ・教育 ・文化情報価値の尺度，‘情報センター ・図書館
群”の能力や資質，サービス内容にふさわしい“らしさ", という 3つの局面
からのアプロ ーチが有効である困。



















ベーシックデザイソシステムとは， ‘情報センク ー・図書館群"17)コミュ ニケー














































































































サインの種類 I 機 能 I 表示内容 I 設置場所
総合案内サイン 館全体の案内 I欝ビ名ス内・開容箭時間 ・休箭日 ・サー I館外 ・アプロ ーチ等
館内配置サイン 館全体の配置案内 配架 ・施設配置 ・全階配脳図等 lエ‘ノトランスホール ・ロ ビー
各階配置サイソ 各階の配置案内 I各階の配架 ・施設配置図等 I各階の主要路部
案 内
カウンクーサイン' カウンクーの案内 l 貸出・ 登録 ・ 返却 • 読書案内等 l カウンク ー 甲板面等
利用説明サイン 室案内・施設 ・機器等の利用 1 利説用等上の注意点 • 利用方法の解 i 各室 • 各施設 ・ 壁面等
80 
掲示板 連掲ホ緒事項 ・ボスクー等の I掲示板名 Iニントラソスホール等
メイソ誘導サイソ 駐車場 ・出入ロ・ 表各楷 • I館室外名・出入ロ ・階数 ・施設名 ・I館外 ・ 入ロ ・ ホ ー ル • 主要分岐
誘 導 各スペースの方向 ホ と
その方向 点 ・メイン通路




室名 ・施設サイソ 室 ・施設所在表示 室名・施設名 I各室，各施設の扉等
定 点 Iエリア名（プラウジソグスペー 各エリアニリアサイソ エリア所在表示 ス等）
書架サイン 書架内容表示 図書分類名 書架側面 ・上面 ・棚段等
禁止 ・規制 i禁止・ 規制サイン 禁止・ 規制 I 禁煙 • 立入禁止等 I 禁煙 • 立入禁止区域





















































もシステム化される。 しかし，大学全体の“早稲田ら しさ"(U I)が，本格的に検









8. 4. 選択肢4: U I開発室の設臨
大学レペルでUI開発準備室を設置し，準備を進め，承認を得て， CIコンサル
クントを含むUI開発室を設置する。 UI開発室は本格的にUIを開発し，そのあ
とUIの各論と して“情報センター ・図書館群,,のLIを展開させ， 西早稲田再開



















































































p. 59, p. 226-7参照。
(4) 同上および，大沢， 1984参照。
(5) 高橋・仲谷 ・仁上， 1985の写真参照。
(6) 風間， 1984参照。
(7) 慶応大学新図書館はサイン ・デザイソ賞を1982年に受賞している。





田，1983, p. 150)。PPP(phased project planning=段階的プロジェクト計画）
では，理論的 ・時間的な順序だけは絶対に崩さないことが，何より基本的な大原
































いる（中西， 1979, p. 49)。大学にとっても実に示唆的である。
(1り この点の強調は， CI専門会社の広告によく現れている(「TheCI 1984」, p. 
116)。






















あるか， という問題である（津田， 1983, P. 168. 参照）。 その総需要を土台に据
えてこそ，新中央図書館のサービス内容が決定でき，さらにそのための組織 ・体
制・人員・運用システムが検討されうる。そうでなければ，‘‘効率”や“効果”に
ついての評価を下すための基準を見出すことさえ難しい（津田， 1983, P. 165参
照）。
(2~ ここでいう調査とは，総合的なマーケティングである。ゆきとどいた事前調査

















⑰ 日本建築学会， 1983, P. ll9参照。
⑱ 心理的要件については，ボレット， 1981, P. 205参照。
(2~ イメージ作り の実例は，玉井， 1983参照。
図 当然だが，デザイナーの言う“美観”より案内機能の方が優先されなければな
らない（ポレット， 1981, P. 7)。






1985.5.9)。 しか し， まさにCIが必要な会社こそがその導入を拒んでしまうと
いう“病理’を持っていると言われている（加藤 1984,P.101-2)。早稲田大学
にとってのCI=UIとはマイナス ・イメージの“早稲田らしさ,,(例えば，分散
的，場当たり 的， 我流， 拙速，杜撰，など）を克服することでもなければならな
いだろう。
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おわりに
本稲のもとになった「サイソ計画ワーキソググループ報告書」は，その役割上
'85当時の当館の内外の状況を強く反映したものであった。以前から籠者らは新図
書館計画の成否がプロジェクト管理のあり方そのものにかかっているという見通し..... 
から，開発方法論を特に重視していたので，この「サイソ計画」という与えられた
テーマはいわばひとつの‘‘応用問題”であったことになる。言い換えれば，サービ
スシステム， コンピュータ、ンステム，そしてそれを支える業務組織や人員配置まで
含めたく全体〉をいかに計画していくべきかという問題を抜きにして，ただ「サイ
ン計画」だけの成功を云々しても始まらないということである。
その「報告書」をまとめるに当たって，筆者らはいくつかの大学や企業の図書館
または情報センターの実地見学と文献調査を行ったが，得られた情報の相当最を割
愛した。そしてさらに，この論文に“圧縮＂するに当たって，諸般の事情から掲載
が1号遅れたうえ，事例研究の写真や引用文献や注を大幅に削除せざるをえなか
った。その結果，理論的には初歩的な啓蒙書のレベルを出ず，事例研究書としては
具体性に欠けるとの印象を生じているに違いない。筆者らはいずれ本稿の続篇を公
表する予定であるが，今はぜひ参考文献に直接当たられるようお願いしたい。
なお，事例研究では慶応義塾大学の渋）I雅俊氏と松本和子氏，上智大学の渡辺克
己氏をはじめ私立大学図書館協会企画広報研究分科会のメンバーの方々のほか館内
外の多くの方々のお世話になった。その意味で，本稿は言わば大学図書館間共同研
究の産物である。この場を借りて感謝の念を表したい。
最後に，本稿が多くの図書館で現実にお役に立つことを祈りつつ，読者諸兄の率
直なご意見ご批判を心からお願いする次第である。
以上
(1986年10月28日）
（たかはし のぽる 図書館参考係）
（なかや ゆかり 理工学図書室）
（にかみ こうじ 高等学院図書室）
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